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交
流
し
な
が
ら
キ
レ
イ
に

交
流
し
な
が
ら
キ
レ
イ
に
!!!!

公
民
館
大
掃
除

公
民
館
大
掃
除

　
恒
例
の
笠
懸
公
民
館
大
掃
除

が
６
月
８
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
公
民
館
利
用
の
各
団
体
か

ら
約
２
６
０
人
が
ロ
ビ
ー
に
集

ま
り
、
あ
ち
こ
ち
で
「
久
し
ぶ

り
～
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　
利
用
者
の
会
か
ら
「
横
の
つ

な
が
り
や
交
流
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
」
ま
た
「
公
民
館
を

無
料
で
使
用
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　
注
意
な
ど
の
説
明
後
は
早
々

に
分
担
に
分
か
れ
、
掃
除
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

「
こ
の
公
民
館
も
30
年
も
経
つ

の
に
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る

よ
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
手

を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

　
終
了
後
に
は
用

意
さ
れ
た
冷
た
い

麦
茶
や
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
化
が
す
す
む
中

「
つ
ど
う
、
ま
な

ぶ
、
む
す
ぶ
」
大

事
で
す
ね
。

▲交流しながら無理なく楽しく掃除しましょう！！

▲建物周辺もキレイに！！

▲終了後、飲み物片手にロビーで談笑



（2）笠懸公民館だより

▲部会で詳細を協議(ステージ部会)

▲みんなで作ろう文化祭(実行委員会)

　
笠
懸
地
域
文
化
祭
第
１
回
実

行
委
員
会
が
６
月
24
日
㈫
に
笠

懸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
38
回
み
ど
り
市
笠
懸
地
域

こ
ど
も
ま
つ
り
第
１
回
実
行
委

員
会
が
５
月
27
日
㈫
、
笠
懸
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
笠
懸
町
子
ど
も
会

育
成
会
連
合
会
（
子
育
連
）
、

み
ど
り
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
市

Ｐ
連
）
、
笠
懸
地
域
青
少
年
育

成
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
青
少

　
今
年
度
の
参
加
申
し
込
み
は
、

展
示
部
門
30
、
ス
テ
ー
ジ
部
門

36
、
イ
ベ
ン
ト
部
門
24
の
合
計

90
団
体
。

　
文
化
祭
に
向
け
役
員
体
制
が

決
ま
り
、
本
格
的
に
動
き
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
部
会
に

分
か
れ
出
品
出
演
規
約
な
ど
の

確
認
や
次
回
の
各
部
会
日
程
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。

◇
役
員
体
制　
（
敬
称
略
）

　
実
行
委
員
長　
金
子　
和
夫

　
副
実
行
委
員
長　
各
部
部
長

展
示
部
会

　
部　
長　
　
　
松
栄　
準
治

　
副
部
長　
　
　
岡
崎　
司
郎

　
　
　
　
　
　
　
遠
藤　
尚
江

推
）
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬

県
第
57
団
お
よ
び
桐
生
・
み
ど

り
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
計
５
団
体
か
ら
実
行
委
員
10

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
今
年
度
の
こ
ど

も
ま
つ
り
を
８
月
23
日
㈯
の
午

前
中
に
開
催
す
る
こ
と
が
全
会

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
で
き
る
だ
け
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
楽
し
い

体
験
が
で
き
る
よ
う
、
各
団
体

ス
テ
ー
ジ
部
会　

　
部　
長　
　
　
上
田　
芳
弘

　
副
部
長　
　
　
田
島　
和
代

　
　
　
　
　
　
　
伊
井　
稔
子

イ
ベ
ン
ト
部
会

　
部　
長　
　
　
髙
松　
富
雄

　
副
部
長　
　
　
松
井　
栄
三

　
　
　
　
　
　
　
高
橋　
政
子

が
独
自
の
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
役
員
は
次
の
と
お
り

◆
委
員
長　

　
阿
左
美　
文
雄
（
子
育
連
）

◆
副
委
員
長

　
田
中　
由
郎
（
青
少
推
）

　
大
舘　
妙
子
（
市
Ｐ
連
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
格
始
動

本
格
始
動
!!!!

文
化
祭
実
行
委
員
会

文
化
祭
実
行
委
員
会

こ
ど
も
ま
つ
り

開
催
決
ま
る

※景品がなくなり次第終了

笠懸地域こどもまつり笠懸地域こどもまつり
日時　８月23日（土）　午前10時～正午
会場　笠懸公民館

38回第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第33333第38回

屋外入口周辺 公民館１階 公民館２階
模擬店
焼きそば・かき氷・飲み物

雨天決行
※台風等の荒天時の場合には中止
※中止の際には、8/23(土)7:30までに
　公民館Instagramに掲載します

主催：笠懸公民館　℡0277‐76‐2211
主管：笠懸地域こどもまつり実行委員会

バルンアート・ビーズブレスレット

囲碁将棋体験

ユニセフ募金・総合案内

ストラックアウト・輪投げ

おもちゃの病院・お手玉なげ

プラバン作り

きそば かき

決行

がな

辺 階

案内 プ

会

り

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

こ
ど
も
ま
つ
り

開
催
決
ま
る

開
催
決
ま
る

開
催
決
ま
る
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▲麦茶・アイスコーヒーをどうぞ
（公民館大掃除）

▲鯉渕さん(左)と須田さん(右)

※参加者の募集は９月を予定

　
第
４
回
笠
懸
公
民
館
利
用
者

の
会
理
事
会
が
６
月
18
日
㈬
に

笠
懸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
報
告
・
協
議

が
さ
れ
ま
し
た
。

①
６
月
８
日
㈰
の
公
民
館
大
掃

除
に
つ
い
て
報
告

　
当
日
は
、
理
事
を
含
め
約
２

６
０
人
が
参
加
。
終
了
後
、
飲

み
物
を
片
手
に
ロ
ビ
ー
で
談
笑

し
て
る
人
も
見
ら
れ
、
大
掃
除

が
交
流
の
場
と
し
て
一
翼
を
担

　
第
３
回
市
民
講
座
運
営
委
員

会
が
６
月
19
日
㈭
に
笠
懸
公
民

　
「
第
20
回
少
年
の
主
張
み
ど

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

②
い
こ
い
の
広
場
出
演
予
定

・
み
ど
り
市
大
正
琴
愛
好
会

　
８
月
30
日
㈯
14
時
～

・
舞
踊
の
会

　
９
月
７
日
㈰
13
時
30
分
～

③
文
化
祭
へ
の
参
加

　
今
年
度
の
文
化
祭
で
は
ド
ー

ナ
ツ
を
販
売
。
来
館
者
の
交
流

を
図
る
歓
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
者
懇
談
会
、
交

流
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
回
の

会
議
で
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

り
市
大
会
」
が
６
月
28
日
㈯
、

な
が
め
余
興
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
保
志
守
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、

審
査
員
の
紹
介
後
、
順
次
各
学

校
の
代
表
者
10
人
が
登

壇
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

を
発
表
し
ま
し
た
。
自

分
の
心
の
中
を
見
つ
め
、

考
え
、
行
動
す
る
生
徒

た
ち
の
素
晴
ら
し
い
発

表
に
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。
静
寂
が
た
だ
よ
う

中
、
発
表
す
る
一
人
ひ

と
り
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
終
了
後
、
審
査
員
に
よ

り
最
優
秀
賞
の
２
人
が
決
定
し

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
２
人
は
、

８
月
23
日
㈯
に
太
田
市
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

第
47
回
少
年
の
主
張
東
毛
地
区

大
会
に
、
み
ど
り
市
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。
２
人
の
健
闘

を
祈
り
ま
す
。

◇
最
優
秀
賞

　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
須
田　
汐
音
さ
ん

　
あ
ず
ま
小
中
学
校
９
年

　
　
　
　
鯉
渕　
江
梨
花
さ
ん

交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

利
用
者
の
会
理
事
会

利
用
者
の
会
理
事
会

防
災
を
学
び

防
災
を
学
び

災
害
に
備
え
よ
う

災
害
に
備
え
よ
う

想
い
を
声
に
乗
せ
て

想
い
を
声
に
乗
せ
て

　
少
年
の
主
張

　
少
年
の
主
張

No 内　容 講　師 会　場 日　時(予定) 定　員

1

さまざまな地理的資料を活⽤
して地域の⽣い⽴ちを理解し,
⾝近な地域における⾃然災害
のリスクについて考える

群馬大学共同教育学部
教授　青山　雅史さん 交流ホール

10月16日(木)
19時00分〜
21時00分

100 人

2 防災対策と簡単に作れる
防災グッズ 赤十字社 交流ホール

11月上旬
13時30分〜
15時00分

100 人

3
地震・火災・消火・暴風を　　　
実際に体験し、災害時の対処
方法を学ぶ

視察研修
能美防災そなーえ埼玉県防災学習センター

（埼玉県鴻巣市袋３０）

11月22日(土)
 ８時30分〜
14時30分

37 人         

4
避難所⽣活の概要と
グループ活動
( 防災カードゲーム )

中越防災安全推進機関　　　　　　　　　　
地域防災力センター長　　　　　　　　　
野村　佑太さん

交流ホール
12月13日(土)
13時30分〜
15時00分

100 人

館
で
開
催
さ
れ
、
講
座
内
容
が

確
定
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令和7年度　市民講座一覧
テーマ：知って安心！ ～防災知識のアップデート～
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劇
団
バ
ク
に
よ
る
「
親
子
で

楽
し
め
る
着
ぐ
る
み
人
形
劇
ピ

ノ
キ
オ
」
が
６
月
７
日
㈯
、
笠

懸
野
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
（
主
催
・
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
﹃
と
・
と
・
ろ

の
家
﹄
）

　
お
と
ぎ
話
で
お
な
じ
み
の
ピ

ノ
キ
オ
の
冒
険
は
、
愛
ら
し
い

着
ぐ
る
み
人
形
に
よ
っ
て
コ
ミ

カ
ル
か
つ
感
動
的
に
描
か
れ
、

子
ど
も
も
大
人
も
劇
に
夢
中
で

し
た
。
特
に
、
ピ
ノ
キ
オ
た
ち

が
舞
台
か
ら
飛
び
出
す
サ
プ
ラ

イ
ズ
演
出
に
観
客
は
驚
き
、
会

場
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
後
に
は
、

子
ど
も
た
ち
と
劇
に
登
場
し
た

キ
ツ
ネ
と
の
綱
引
き
大
会
が
開

催
さ
れ
、
真
剣
勝
負
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
う
た
の
お
姉
さ

ん
と
「
ピ
ノ
キ
オ
の
よ
う
に
嘘

を
つ
い
て
鼻
を
伸
ば
さ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
」
と
約
束
。
学
び

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
で
、
本
公

演
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時

人
形
劇
ピ
ノ
キ
オ

人
形
劇
ピ
ノ
キ
オ

▲練習の成果を存分に‼

▲ピノキオが大接近‼

　
第
24
回
み
ど
り
市
笠
懸
地
域

郷
土
芸
能
祭
が
笠
懸
地
域
文
化

協
会
の
主
催
、
み
ど
り
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
６
月
20
日
㈮
か
ら
22
日
㈰
の

作
品
展
示
は
笠
懸
公
民
館
ふ
る

さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
会
場
。
写

真
、
盆
栽
、
書
道
、
仏
画
、
手

作
り
バ
ッ
グ
な
ど
13
団
体
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

22
日
は
先
着
１
０
０
人
に
お
茶

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

22
日
の
ス
テ
ー
ジ
は
笠
懸
野

文
化
ホ
ー
ル
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

詩
吟
、
舞
踊
、
剣
舞
、
大
正
琴
、

神
楽
、
和
太
鼓
な
ど
21
団
体
の

発
表
が
あ
り
、
３
０
０
人
近
い

観
衆
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
お
楽
し
み
大
抽
選
会

で
は
参
加
団
体
か
ら
提
供
さ
れ

た
景
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
発
信

地
域
の
魅
力
を
発
信

郷
土
芸
能
祭
開
催

郷
土
芸
能
祭
開
催

　
遠
山
金
四
郎
は
勘
定
奉
行
を

経
て
１
８
４
０
（
天
保
11
）
年

に
48
歳
で
北
町
奉
行
と
な
る
。

つ
ま
り
江
戸
時
代
の
か
な
り
後

期
だ
。
水
野
忠
邦
が
お
こ
な
っ

た
天
保
の
改
革
に
反
発
し
、
庶

民
の
味
方
を
貫
い
た
。
そ
れ
が

仇
と
な
り
北
町
奉
行
を
ク
ビ
に

な
っ
た
が
、
45(

弘
化
２)

年
に

南
町
奉
行
に
返
り
咲
い
た
。
刺

青
を
し
て
い
た
の
は
事
実
の
よ

う
だ
が
、
テ
レ
ビ
で
見
る
ほ
ど

立
派
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら

し
い
。

　
大
岡
越
前
は
、
８
代
将
軍
徳

川
吉
宗
に
よ
っ
て
１
７
１
７

（
享
保
２
）
年
に
41
歳
で
南
町

﹃
大
岡
越
前
と
遠
山
金
四
郎

ど
ち
ら
が
有
能
だ
っ
た
？
﹄

　
時
代
劇
を
見
て
い
る
と
、

遠
山
金
四
郎
の
北
町
奉
行
所

は
南
町
の
悪
口
を
言
い
、
大

岡
越
前
の
南
町
奉
行
所
は
北

町
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
。

さ
て
、
北
町
の
遠
山
と
南
町

の
大
岡
、
ど
ち
ら
が
有
能
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
は
こ
の

問
い
、
意
味
が
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
遠
山
と
大
岡
は
生
き

た
時
代
が
ま
っ
た
く
違
う
か

ら
だ
。

コ
ラ
ム
豆
電
球

奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。
歴
代

の
町
奉
行
の
な
か
で
も
最
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、

大
岡
裁
き
の
ほ
と
ん
ど
が
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
ら
し
い
。

　
ち
な
み
に
、
南
町
奉
行
よ

り
も
北
町
奉
行
の
ほ
う
が
格

が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
大
岡
だ
け
は
別
格
の

よ
う
だ
。
遠
山
金
四
郎
は
大

岡
越
前
以
来
の
名
奉
行
と
い

わ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
大
岡

越
前
の
ほ
う
が
有
能
だ
っ
た

と
い
え
る
か
も
。

いっしょに考えませんか？公民館のこと。

みどり市公民館大会実行委員　募集！
公民館は、地域の中でみなさんが｢つどう｣「まなぶ｣「むすぶ」ための大切な役割

を持っています。公民館活動をより豊かにしていくため、一緒に考えてみませんか｡
◇対 象 者 公民館活動に関心のある方で、企画会議（主に夜）と
　　　　　　 大会（時期未定）に参加できる方
◇内　　容　　公民館大会の企画や当日の大会運営
◇申込期日 令和7年8月20日（水）まで
◇申込・問合せ電話・来館・メールにて各公民館まで
℡ 0277-76-2211 / E-mail kouminkan@city.midori.gunma.jp

公民館活動に関心のある方で、企画会議（主に夜）と
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「
笠
懸
野
合
唱
団
第
14
回
演

奏
会
」
が
６
月
28
日
㈯
、
笠
懸

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
唱
団
に
よ
る
美
し
い
歌
声

が
ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
り
、
大

勢
の
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。

　
曲
目
に
は
ジ
ブ
リ
作
品
や
童

　
令
和
７
年
度
桐
生
市
・
み
ど

り
市
連
携
事
業
の
ボ
ッ
チ
ャ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
６
月
29
日

㈰
、
桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ(

み
ど
り
市
民
体
育
館)

で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

48
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
４
～

６
人
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
試

合
は
12
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て

進
め
ら
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
合
間
に
は
選
手
た
ち

の
歓
談
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、

市
民
の
交
流
に
一
役
買
っ
て
い

ま
し
た
。

謡
な
ど
親
し
み
や
す
い
も
の
が

並
び
、
中
に
は
参
加
者
と
合
唱

団
が
一
緒
に
歌
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
用
意
さ
れ
、
温
か
な
歌
声
が

ホ
ー
ル
全
体
を
包
み
込
み
ま
し

た
。

　
最
後
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
歓

声
と
手
拍
子
が
起
こ
り
、
拍
手

喝
采
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
笠
懸
野
合
唱
団
で
は

団
員
を
募
集
中
で
す
。
練
習
は

毎
週
金
曜
19
時
～
21
時
30
分
。

コ
ー
ラ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

笠
懸
公
民
館
に
見
学
に
行
っ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

た
Ｆ
Ｍ
桐
生
／
ジ
ョ
ブ
ラ
ボ
ぐ

ん
ま
代
表
の
宮
坂
あ
つ
こ
さ
ん
、

み
ど
り
市
観
光
大
使
の
横
塚
沙

弥
加
さ
ん
、
プ
レ
イ
フ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
の
松
島

咲
季
子
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ

ｌ
ａ
ｔ-

ふ
ら
っ
と-

／
笠
懸
西

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
春
山
寛
之
さ

ん
の
５
人
に
よ
る
対
談
。
「
こ

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

と
は
何
か
」
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
子
育
て
環
境
の
実
現
に
向

け
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
み

ど
り
市
の
魅
力
や
課
題
、
そ
し

て
未
来
に
向
け
た
展
望
が
共
有

さ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
の
宴

コ
ー
ラ
ス
の
宴

笠
懸
野
合
唱
団
演
奏
会

笠
懸
野
合
唱
団
演
奏
会

ボ
ッ
チ
ャ
で

ボ
ッ
チ
ャ
で

    

交
流
交
流

　
「
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が

６
月
７
日
㈯
に
笠
懸
公
民
館
交

流
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

み
ど
り
市
の
未
来
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
催
・
み
ど
り
市
政
策
企
画

部
企
画
課
）

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ム
ー
ビ
ー

動
画
で
み
ど
り
市
の
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
振
り
返
り
、
市
の
こ

れ
か
ら
と
し
て
、
こ
ど
も
施
策

や
相
澤
忠
洋
氏
の
若
き
日
の
奮

闘
を
描
い
た
映
画
制
作
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

展
望
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

須
藤
昭
男
市
長
と
Ｍ
Ｃ
を
務
め

み
ん
な
で
語
ろ
う

み
ん
な
で
語
ろ
う

み
ど
り
市
の
未
来

み
ど
り
市
の
未
来

▲心に沁みるハーモニー♪

みどモス

１コート　  ままっこ
２コート　  サンフレンズA
３コート  　笠懸ボッチャクラブA
４コート　  笠東の子 M

マ ン マ ・ ミ ー ア
AMMA･MIA!!

５コート　  大間々ボッチャクラブ 塩原A
６コート　  チーム ヴェルデ
７コート　  オリーブ
８コート　  八区中高年スポーツクラブ
９コート　  阿左美ボッチャクラブA
10コート　 阿左美ボッチャクラブB
11コート　 ファイブスターズ
12コート　 あざみ櫻華会

各コートの優勝チーム

▲左から横塚さん、
松島さん・春山さん

風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の

は
固
定
す
る
か
家
の
中
に
収

納
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
袋
も
事
前
に

確
認
し
、
家
族
で
緊
急
時
の

避
難
場
所
や
連
絡
方
法
も
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
気
温
と
湿
度
が
高

い
日
が
続
く
こ
と
で
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
適
切

な
休
憩
、
涼
し
い
場
所
へ
の

避
難
が
重
要
で
す
。
笠
懸
公

民
館
も
涼
し
い
で
す
よ
。

夏
の
災
害
に
備
え
よ
う

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
夏
に
起
こ
る
主
な

災
害
は
、
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
洪
水
、
土
砂
災
害
、
そ
し

て
熱
中
症
で
す
。
な
か
で
も

線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
や
、

台
風
接
近
・
上
陸
は
大
規
模

な
風
水
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
側
溝
や
排
水
口
の
掃
除
、

防
災
を
考
え
る
55
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人
が
小
中
高
生
、
代
表
・
森
田

安
二
さ
ん
）
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
文

化
庁
の
推
進
の
下
、
日
本
将
棋

連
盟
桐
生
み
ど
り
支
部
会
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
運

営
さ
れ
、
伝
統
文
化
で
あ

る
将
棋
の
継
承
者
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
し
た
当
日
は
８
人

の
大
人
た
ち
で
総
当
た
り

戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

持
ち
時
間
15
分
で
秒
読
み

30
秒
、
盤
上
で
小
気
味

よ
く
駒
が
躍
動
し
ま
す
。

時
々
脇
に
置
い
た
計
測
用
の
時

計
を
止
め
る
の
を
忘
れ
た
り
す

る
の
は
ご
愛
敬
。
そ
れ
で
も
そ

れ
ぞ
れ
手
際
よ
く
各
対
局
30
分

以
内
に
は
終
局
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
幾
手

も
先
の
駒
の
動
き
が
見
え
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　
活
動
は
毎
月
第
１
、
３
土
曜

日
の
午
後
と
第
２
、
４
日
曜
日

の
午
前
に
笠
懸
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
将
棋
に
興
味
の

あ
る
人
は
足
を
運
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
（
会
費
・
年
額

千
円
）

　
「
み
ど
り
市
親
子
将
棋
教
室

友
の
会
」
は
総
勢
18
人
（
内
７

▲将棋で交流

お
じ
ゃ
ま
し
ま
ー
す

お
じ
ゃ
ま
し
ま
ー
す

 

サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

◇期　日　9/14 ㈰・21㈰・28㈰
◇時　間　午後１時 30分～午後３時 30分
◇会　場　笠懸公民館  和室３
◇参加費　親子で各回千円（お茶代、菓子代、懐紙代）
◇定　員　小・中学生の親子３組（６人）
◇持参する物　白いソックス、お茶道具（扇子・袱紗・楊枝）
　　　　　　　（※持っていない人には貸し出します）

親子茶の湯マナー（全 3 回）
◇期　日　9/13 ㈯・20㈯・27㈯、10/４㈯・11㈯・18㈯
◇時　間　午前 10時～正午
◇会　場　笠懸公民館 サークル活動室４
◇参加費　600 円（半紙代）
◇定　員　先着 15人
◇持参する物　書道用具（筆・墨・硯・下敷）、新聞紙、お手拭き

書道教室（全 6 回）

◇期　日　9/30 ㈫、10/7 ㈫・14㈫・21㈫、 11/４㈫・11㈫
◇時　間　午後１時 30分～午後３時 30分
◇会　場　笠懸公民館 サークル活動室４
◇参加費　千円（USB など）
◇定　員　先着 15人
◇持参する物　Windows ノート PC( セキュリティ対応済み）・筆記用具

パソコン教室（全 6 回）
対　　象　みどり市在住･在勤者

申込期日　令和 7年 8月 20日㈬

　　　　　※定員になり次第締め切り

申込・問合せ先　みどり市笠懸公民館　℡0277(76)2211

　　　　　　　  午前 9時～午後 5時（月曜日除く）

℡02722222222277(76)2211

主催
笠懸地域文化協会

参加してみませんか !?笠懸地域文化協会 初心者教室
笠懸地域文化協会では、地域文化の一環として、令和 7年度も「初心者教室」を企画しました。

当会所属の専門講師が親切丁寧に初歩から指導します。

楽しく！ 仲間づくりしながら、文化活動に挑戦してみませんか？

多くの皆様の参加を心より
お待ちしております。

㈫ ㈫

リティ対応済み）

写仏教室(初心者)の参加者を募集
期　日　９/２(火)・16(火)
   　   　10/７(火)・21(火)　（全４回）　
時　間　午後１時30分～３時30分
会　場　笠懸公民館　美術室
対　象　市内在住・在勤の人（年齢男女不問）
参加費　300円
主催・申込・問合せ　笠懸ささゆり写仏会（片山）
　　　　　　　　　　　　　　　℡ 090(2467)1523
新しい仲間を
　　   募集しています。
一緒に楽しく仏画に
　　   挑戦しましょう。

初心者大歓迎!!  編み物体験教室 開催
～コースターを作ろう～

期　日　８/８日(金)、８/22日(金)
時　間　午後１時30分～３時30分
会　場　笠懸公民館
対　象　編み物に興味のある人なら誰でも
参加費･材料費　無料　※６号かぎ針をご持参ください。
定　員　６人　
※『あみあみクラブ』のメンバーがマンツーマンで編み方をレクチャーします｡

その他　事前申込は不要。
※上記期日(どちらか都合の良い日)に直接会場までお越しください

主　催　あみあみクラブ(笠懸公民館で活動の編み物サークル)
問合せ　笠懸公民館　℡ 0277(76)2211
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上
毛
か
る
た
め

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
銘
仙
織
出
す
伊
勢
崎
市

　
伊
勢
崎
市
は
、
か
つ
て
養
蚕

が
盛
ん
で
、
主
に
農
家
の
人
々

が
市
場
に
出
し
た
残
り
や
く
ず

繭
を
利
用
し
た
太
織
り
と
い
う

質
素
な
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
技
術
が
進
歩
し
、 　

伊
勢
崎
神
社
は
伊
勢
崎
銘
仙

で
作
っ
た
お
守
り
袋
と
御お
ん
内な
い
符ふ

(

神
様
の
御
利
益
が
あ
る
お
札)

の
頒
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気

に
入
っ
た
柄
の
お
守
り
袋
に
、

叶
え
た
い
お
願
い
事
の
お
札
を

入
れ
て
、
自
分
だ
け
の
お
守
り

を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
拝
殿
は
35
（
昭
和
10
）
年
に

建
て
ら
れ
、
正
面
入
口
上
部
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
巨
大
な
木
製

の
プ
ロ
ペ
ラ
は
、
旧
・
中
島
飛

行
機
（
の
ち
の
富
士
重
工
業
、

現
・
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
）
の
社
員

が
37
（
昭
和
12
）
年
に
、
戦
地

か
ら
無
事
に
帰
還
す
る
よ
う
祈

願
し
て
奉
納
し
た
九
〇
式
三
号

水
上
偵
察
機
の
も
の
で
す
。
そ

の
事
か
ら
、
旅
行
前
に
旅
行
安

全
祈
願
を
さ
れ
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
。

良
質
の
生
糸
を
織
り
交
ぜ
た

「
伊
勢
崎
銘
仙
」
が
で
き
ま
し

た
。
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

に
は
国
の
伝
統
工
芸
品
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ギ
リ
ス
に
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物

館
に
永
久
保
存
さ
れ
る
な
ど
、

世
界
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
札
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
育
ま
れ
た
織
物
産
業

の
伝
統
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と

願
う
札
で
す
。

▲伊勢崎神社の御朱印

▲心地よい音色

▲旅の安全を祈願

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
六
月
例
会
よ
り

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
に
と
ぎ
汁
を
日
々
そ
そ
ぎ
や
り
咲
き
継
ぐ
花
を
愛
で
ゐ
し
亡
母
は
　	

上
村
　
征
子

「
求
愛
歌
」
花
咲
く
庭
で
の
合
唱
に
小
鳥
も
歌
ふ
き
れ
い
な
声
で
　	

久
保
田
茂
子

大
戦
に
夭
折
せ
し
と
ふ
画
学
生
あ
ま
た
の
熱
気
が
わ
が
目
滲
ま
す
　
　
　
　
　
　	

関
口
　
定
夫

「
お
元
気
そ
う
」
世
辞
と
聞
き
つ
つ
笑
み
返
す
久
に
会
ひ
た
る
職
場
の
友
と
　
　
　
平
山	

　
勇

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ
vol.16vol.16

フ
ル
ー
ト
の
音
色
に

　
　
　
　
魅
せ
ら
れ
て

萩　
芳
岳

　
「
荒
川
洋
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ

ー
ト
～
想
い
は
空
を
こ
え
て

～
」
が
６
月
14
日
㈯
に
富
弘
美

術
館
の
ロ
ビ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
フ
ル
ー
ト
は
荒
川
洋
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
は
真
下
陽
子
さ
ん

で
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
古
今

の
名
曲
か
ら
ド
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
の

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
７
番
の
第

２
・
３
楽
章
、
プ
ー
ラ
ン
ク
や

ケ
ー
ラ
ー
の
小
品
、
そ
し
て
、

三
大
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ひ

と
つ
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
バ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
第
一
楽
章

が
フ
ル
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。

　
ド
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
の
作
品
で
は

柔
ら
か
な
温
か
み
の
あ
る
音
色

で
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ー
ラ
ン
ク
や
ケ
ー
ラ

ー
の
叙
情
的
な
旋
律
は
桃
源
郷

に
誘
う
よ
う
で
し
た
。

　
圧
巻
だ
っ
た
の
は
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
で
し
た
。
数
々
の
名
演
の
あ

る
バ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
を
フ

ル
ー
ト
で
演
奏
す
る
こ
と
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
序
奏
か
ら

ピ
ア
ノ
と
相
ま
っ
た
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
音
の

つ
く
り
は
優
雅
に
旋
律
を
う
た

い
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
テ
ク
ニ

ッ
ク
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
の
豊
か
な
感
性
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
東
町
で
活
動

を
続
け
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
「
東
雲
コ
ー
ラ
ス
」
の
皆

さ
ん
。
ミ
マ
ス
作
曲
の
地
球
星

歌
～
笑
顔
の
た
め
に
～
と
荒
川

洋
作
詞
・
作
曲
の
「
想
い
は
空

を
こ
え
て
」
を
華
麗
に
歌
い
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
時

空
を
超
え
て
詩
の
言
葉
の
持
つ

イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

投　

稿
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や
膵
炎
な
ど
大
病
を
患
い
ま
す
。

寝
て
い
る
時
間
も
増
え
て
、
お

見
送
り
も
次
第
に
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
更
に
今
年
に
入
っ

て
か
ら
腎
不
全
と
診
断
さ
れ
、

食
欲
が
落
ち
て
体
重
も
か
な
り

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
病
気
も
毎

回
家
族
の
愛
に
応
え
て
乗
り
越

え
て
き
た
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
。
今
回

も
家
族
の
手
厚
い
看
護
も
あ
り
、

自
分
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
け

る
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　
同
犬
種
で
は
22
歳
と
40
日

の
長
寿
犬
（
故
犬・京
都
市
）

が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
来
年
は
き
っ

と
み
ど
り
市
か
ら
記
録
が
更

新
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
⑱

ど
う
ぶ
つ
家
族
⑱

　
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
︵
３
区
︶

　
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
は
な
ん
と
御
年

21
歳
‼ 
人
間
に
換
算
す
る
と
百

歳
の
長
寿
犬
で
す
。

21
年
前
、
尻
尾
を
振
っ
て
愛

想
よ
く
擦
り
寄
っ
て
き
た
仔
犬

を
当
時
小
学
５
年
生
の
娘
さ
ん

が
一
目
で
気
に
入
り
、
そ
の
日

の
内
に
家
族
に
迎
え
ま
し
た
。

　
娘
さ
ん
の
名
前
に
ち
な
み
ラ

ブ
と
名
付
け
た
あ
の
日
、
「
ラ

ブ
は
私
の
妹
だ
か
ら
ね
」
そ
う

言
っ
て
娘
さ
ん
は
今
日
ま
で
人

生
の
３
分
の
２
の
月
日
を
供
に

過
ご
し
ま
し
た
。
寝
る
の
も
一

緒
、
学
校
や
職
場
へ
行
く
際
は

必
ず
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
が
お
見
送
り

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
も
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
ヘ
ル
ニ
ア

▲ラブちゃん（現在）

▲お家に来た当時のラブちゃん

ち
ょ
っ
と
一
息

　
横
町
太
々
神
楽
保
存
会
の
会

員
で
も
あ
る
私
は
、
先
日
の
郷

土
芸
能
祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
目
は｢

岩
戸
之
舞｣

日
本
神
話
に
登
場
す
る
天
岩
戸

伝
説
の
お
話
で
す
。
素ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
尊
、

天ア
メ
ノ
フ
ト
ダ
マ
ノ
ミ
コ
ト

太
玉
命
、
天ア

メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

細
女
命
、
天ア

メ
ノ
タ手

力ジ
カ
ラ
オ
ノ
ミ
コ
ト

男
命
、
天ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
神
と
、
我
が

保
存
会
の
12
あ
る
舞
の
中
で
最

も
多
く
の
神
が
登
場
す
る
演
目
。

ス
テ
ー
ジ
で
披
露
す
る
の
は

久
々
で
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
人

は
ラ
ッ
キ
ー
か
も
⁉ 

　
も
う
一
つ
、
今
年
４
月
に
入

会
し
た
会
員
は
今
回
が
初
ス
テ

ー
ジ
で
、
私
の
中
学
時
代
の
同

級
生
。
50
代
後
半
に
な
っ
て
ま

さ
か
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

並
ん
で
太
鼓
を
た
た
く
こ
と
に

な
る
と
は
‼ 
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

以
来
の
共
演
は
と
て
も
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ケ

二
尺
玉
音
の
み
残
る
遠
花
火
　
　
　
　

　
　
　
中
村
冨
喜
女

祭
の
夜
ポ
イ
持
つ
我
れ
と
娘
の
笑
ひ
　

　
　
　
牛
房
　
敏
秋

夫
と
娘
の
プ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
弾
む
声

　
　
　
中
野
　
千
鶴

青
葉
か
げ
静
寂
の
奥
の
躙
り
口
　
　
　
　
　
　

泉
　
　
純
佳

あ
ぢ
さ
ゐ
の
朝
露
き
ら
り
深
呼
吸
　
　
　
　

高
橋
光
栄
津

茗
荷
竹
き
ざ
ん
で
ち
ら
す
昼
う
ど
ん
　
　

国
木
美
代
香

卓
の
蠅
打
た
ん
で
く
れ
と
の
ん
の
様
　
　
　
　

江
原
　
大
樹

髪
洗
う
自
問
自
答
の
く
り
返
し
　
　
　
　
　

宇
野
　
　
椿

波
の
う
ね
り
は
心
の
う
ね
り
夏
の
夕
　
　
　
　
　
細
川
　
由
桂

梅
雨
空
に
色
と
り
ど
り
の
小
さ
き
傘
　

　
　
　
江
原
　
麗
華

己
よ
り
大
き
影
連
れ
夏
の
蝶
　
　
　
　
　
　

櫻
本
　
千
春

一
寸
だ
け
覗
い
て
見
た
き
夏
の
れ
ん
　
　
　
　

細
川
　
和
勘

山
里
に
招
き
出
で
た
る
合
歓
の
花
　
　
　

佐
藤
由
美
香

ほ
た
る
狩
り
声
を
ひ
そ
め
て
息
を
の
む
　
　
　
　
江
原
　
隆
鍼

裾
上
げ
の
一
針
ご
と
に
梅
雨
の
朝
　
　
　
　
　

髙
野
　
春
蝶

窓
の
外
青
空
見
え
ぬ
夏
の
闇
　
　
　

　
　
　
中
村
　
祐
月

庭
少
し
模
様
替
え
し
て
夏
の
風
　
　
　
　

髙
野
　
光
訽

娘
の
く
れ
し
指
輪
の
ゆ
る
み
夏
の
夜
　
　
　

横
倉
　
　
雅

つ
ゆ
晴
れ
間
庭
で
我
れ
待
つ
猫
の
三
毛
　
　

糸
井
　
梅
光

あ
ぢ
さ
い
を
短
く
切
っ
て
仏
花
に
す
　
　

前
原
　
紫
蘭

ほ
め
言
葉
あ
び
る
ト
マ
ト
や
道
の
駅
　
　
　
　
　
宇
野
　
順
雪

梅
雨
句
会
ね
こ
出
迎
え
の
古
館
　
　
　

　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

里
山
の
水
面
に
光
る
ヒ
メ
ぼ
た
る
　
　
　
　

糸
井
　
初
音

つ
き
ま
と
ふ
西
日
の
峠
つ
づ
ら
道
　
　
　

小
林
　
狐
一

暑
中
見
舞
い
つ
も
な
が
ら
の
達
筆
で
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮

風
呂
上
が
り
先
客
の
い
る
夕
端
居
　
　

　
　
　
竹
内
　
光
春

上
気
せ
し
ひ
孫
抱
け
ば
な
ほ
暑
し
　
　

　
　
　
徳
田
　
夕
子

青
葉
騒
墓
地
売
り
出
し
の
幟
旗
　
　
　
　

新
羅
　
光
海

我
が
叔
母
は
笑
い
上
戸
よ
と
こ
ろ
て
ん
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

ふ
る
里
の
訛
や
さ
し
き
合
歓
の
花
　
　
　
　
　

宇
野
由
希
子

短
夜
や
今
し
あ
わ
せ
と
短
冊
に
　
　
　
　

小
林
　
華
笑

子
ら
帰
り
庭
に
プ
ー
ル
の
置
き
み
や
げ
　
　
　

宇
野
　
勘
大

水
無
月
の
懐
石
す
ま
せ
俳
句
会
　
　
　

　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会
七
月
句
会

▲同級生と共演♪


